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気象警報の発表や交通機関の運行停止等により授業を休講とする場合、大学は以下の基準に照ら

して、状況を総合的に判断し、決定します。 

 
１．休講の判断基準 

次のいずれかに該当する場合は、状況を総合的に判断して休講措置を決定します。 
（1）気象警報・防災気象情報 

気象庁より、「横浜市南部（⻄区、中区、南区、保⼟ケ⾕区、磯⼦区、港南区、⾦沢区、
⼾塚区、栄区 ）」または「三浦半島(横須賀市、鎌倉市、逗⼦市、三浦市、葉⼭町 ）」に以下
のいずれかが発表された場合、またはその発表が⾒込まれる場合。 

・暴⾵警報 
・警戒レベル４相当以上の防災気象情報（河川氾濫・⼤⾬・⼟砂災害） 

（2）交通機関の運⾏停⽌  
各キャンパスの最寄駅を含む路線が運⾏停⽌（⾒合わせ）となった場合。ただし、バス等

による振替輸送が実施されている場合は、運⾏しているものとみなすことがあります。 
＜⾦沢⼋景キャンパス＞ 

京浜急⾏電鉄 ⾦沢⼋景駅・追浜駅 
＜関内キャンパス＞  

JR  関内駅 
横浜市営地下鉄ブルーライン 関内駅  

（3）その他の緊急事態  
上記に関わらず、学⻑が学⽣・教職員の安全確保のために必要と判断した場合。 

 
２．警報解除・運⾏再開時の授業再開について 

警報等が解除、または交通機関が再開された場合は、授業の再開について検討します。 

以 上 

【参考】 

 


